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従来の『二地域居住』

二地域居住
 都市部と地方部に２つの拠点をもち、定期的に地方部でのんびり過ごしたり、仕事
をしたりするライフスタイル

出典︓国⼟交通省ＨＰ １



二地域居住の背景（地方への移住の課題）

出典︓移住等の増加に向けた広報戦略の⽴案・実施のための調査事業報告書（内閣府）

二地域居住（“仕事の場所”ではなく、“休暇の場所”としての地方）
 地方移住への不安や懸念点で最も⾼いのは、「働き⼝が⾒つからないこと」

※調査時期︓R2.1

２



コロナ禍による社会情勢変化①（テレワークの実施状況）
 コロナ禍により急速にテレワークが普及し、東京23区内では半数以上の企業がテレワー
クを実施（調査時期︓R2.5.25〜6.5 ）

出典︓新型コロナウイルス感染症の影響下における
⽣活意識・⾏動の変化に関する調査（内閣府） ３



コロナ禍による社会情勢変化②（テレワーク経験者の意識変化）

出典︓新型コロナウイルス感染症の影響下における⽣活意識・⾏動の変化に関する調査（内閣府）

 テレワークにより、都市部での仕事を有したまま地方部への移住が可能になったことで、
ワークライフバランス、地方移住、仕事に関する意識が変化（調査時期︓R2.5.25〜6.5 ）

４



コロナ禍による社会情勢変化③（ワーケーションの普及に向けた動き）

 テレワークの定着が進んだことなどにより、旅⾏先でテレワークを活⽤しながら仕事を
⾏う『ワーケーション』の機運が⾼まっている

 国では、ロングステイ等によるウィズコロナ時代の観光活性化策、また感染リスク低減
に資する休暇の分散化を進める⼿段として、今後ワーケーションを強⼒に推進していく
方針

出典︓令和2年7月27⽇観光戦略実⾏推進会議資料（観光庁）出典︓令和2年7月27⽇観光戦略実⾏推進会議（観光庁）における環境省資料
５



『二拠点居住』の推進

二拠点居住
 都市部と地方部に２つの拠点を持ち、どちらの拠点にも仕事・⽣活の拠点を置くライ
フスタイル

 「二拠点居住推進部会」では、本県への二拠点居住を推進するための具体的な施策に
ついて、意⾒交換を⾏う

（例）
• 東京の企業に勤める人が東京・⼭梨に
住居を持ち両拠点を併⽤しながら仕事
を⾏う（テレワークを活⽤）

６

 コロナ禍による都市部から地方部への人の流れや、テレワークの普及とそれに伴うテレ
ワーク経験者の意識の変化等を踏まえ、今後は、これまでの移住・定住施策に加えて、
お試し移住やワーケーションもきっかけとしながら、「二拠点居住」を積極的に推進
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